
産後うつの発症・重症化を防止するための産後うつ兆候検知技術

◆内閣府オープンイノベーションチャレンジ 京都府×ヘルスケア◆

メロディ・インターナショナル株式会社 株式会社島津製作所
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◪ OIC2021︓本⽇の流れ

京都府からの社会課題
解決策イメージ
本年度事業の取り組み
 サービス開発のためのニーズサーベイ
 アンケート結果分析
 ヘルスケア情報交換会
本年度事業からのサービス開発要件
サービス開発 スキーム図（案）
共同研究体制構築
今後の開発目標・マイルストーン（案）
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内閣府オープンイノベーションチャレンジ

京都府×ヘルスケア

妊産婦うつ兆候
早期検知技術



◪ OIC2021︓京都府の抱える課題
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年 京都府 全国

2016 1.34 1.44

2017 1.31 1.43

2018 1.29 1.42

2019 1.25 1.36

2020 1.22 1.34

（参考）出⽣率推移背景 出生率が全国と比して低く、かつ、年々低下

＼子育て環境日本一／
産前から産後までトータルで切れ目ない支援を行うことで、
妊娠・出産等に係る不安や負担を減少し、誰もが安心して
妊娠・出産できる環境の整備を推進

方針

期間 10ヵ月 1年
うつの割合 約10％ 約10〜20%

妊娠中 ▶▶ 出産 ▶▶ 育児（期）

産後うつ等を防ぐため妊娠から出産、子育てまで包括的に支援



◪ OIC2021︓京都府の抱える課題

現状現状

保健師の訪問医師の診断

「エディンバラ産後うつ病 質問票（EPDS）」
をはじめとする各種問診表・質問票等を組
み合わせて総合的に判断

「エディンバラ産後うつ病 質問票（EPDS）」
をはじめとする各種問診表・質問票等を組
み合わせて総合的に判断
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EPDSの結果にかかわ
らず、産後うつが発症す
るケースがある

課題１
保健師等の面談機会が減
り、微細な表情の変化等
を捉えた早期介入が困難

課題２
里帰り出産や対面での
支援サービスが減り、産
後うつ倍増傾向

課題３

コロナ禍コロナ禍



何か良い
解決策は︖

何か良い
解決策は︖

早く発⾒して
サポートに繋げたい
早く発⾒して
サポートに繋げたい

◪ OIC2021︓京都府の抱える課題
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産後うつの兆候をバイタルサイン等の客観的なデータから捉え、
市町村保健師や子育て支援者、 医療機関等による積極的な支援
が必要な対象者（産後うつ予備軍）を抽出したい

＼求める技術・サービス／



⺠間団体︓親⽀援

夫・家族

⺠間事業者︓産後ケア等
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心電デバイス
健康状態を把握

専用アプリ

「うつ」状態（レベル）

EPDS
家事代⾏サービス
ベビーシッターサービス
育児パパ支援サービス

情
報
を
つ
な
げ
る

精神科の医師

保健師の面談

連携アプリ

さまざまな相談先を的確
に選択できる仕組み

妊産婦うつの
予防と改善

データ収集分析
結果の表示

うつ診断の
標準的なツール

主観性

客観性

京都府
（保健師）

◪ OIC2021︓解決策イメージ（仮説）
早期発⾒ サポート



◪ OIC2021︓本年度事業の取り組み

◆サービス開発のためのニーズサーベイ
妊産婦アンケート
医療機関ヒアリング
自治体ヒアリング
⺠間事業者ヒアリング

◆ヘルスケア情報交換会
医療従事者（産婦⼈科／精神科）
自治体関係者

◆大学との共同研究準備
◆サービススキーム案策定
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チーム
京都府
⻑岡京市
メロディ・インターナショナル
島津製作所
京都大学 産婦人科
熊本大学 産婦人科
熊本大学 神経精神科

協⼒依頼
子育て団体など

≈ç≈

2021年度 ▶▶ 2022年度 ▶▶ 2023年度
組織づくり ニーズ調査 共同研究 製品化準備

強⼒な
チームの
結成

妊産婦ケアの
新しいスタート



 妊産婦アンケート︓[81]件（2022/2/20⽇現在）
 医療関係者ヒアリング︓

 ハシイ産婦人科︓橋井先⽣、池⽥先⽣
 三菱京都病院︓佐々⽊先⽣
 熊本大学︓近藤先⽣、大場先⽣、朴先⽣、齋藤先⽣、
本⽥先⽣

 京都大学︓最上先⽣
 ⾃治体関係者ヒアリング︓

 京都府⺟子保健係
 ⻑岡京市健康づくり推進課
 他

 ⺠間事業者ヒアリング︓
 カラードロップス（⻑岡京）
 ⽇本ファミリーナビゲーター協会（京都府）
 わははネット（香川）
 子育てサークルひまわり（香川）
 （産後ケアベビマム）
 etc…

◪ OIC2021︓サービス開発のためのニーズサーベイ
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◪ OIC2021︓妊産婦アンケート結果分析①
 多くが不安を抱えているにもかかわらず、家族・知⼈以外にあま
り相談できる⼈がいない

 家事代⾏やベビーシッターのサービスを求めている
 自分がうつになるとは考えていない ⾃分より赤ちゃんが心配
 夫にもデータを共有できるタイプの⺟子⼿帳アプリのサービス利
⽤が多く、連携先として有⼒

 デバイスの利⽤には積極的だが、３時間以上の使⽤は好まれ
ない

 家族や夫との情報の共有は受容される
 医療機関とのデータ共有は良いが、⾏政機関は抵抗感がある
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⾃治体や医療機関への相談にハードルがある。データ
の共有の仕組みは要検討。相談のきっかけとなるサー
ビス開発が必要。デバイス利⽤に積極的。

妊娠・⼦育ての不安
不安なときの相談相⼿
欲しいサービス
妊産婦うつへの知識と理解
サービスやデバイスに関する意⾒
データ共有への考え
etc…

妊娠・⼦育ての不安
不安なときの相談相⼿
欲しいサービス
妊産婦うつへの知識と理解
サービスやデバイスに関する意⾒
データ共有への考え
etc…

QQ



◪ OIC2021︓ヒアリング結果
医療機関 →精神科の専⾨医や医療機関へ紹介、
医療機関はうつになってからの治療になる。妊娠する
前にうつだった人は薬をやめて悪化する。

自治体 →EPDSでOKでも産後うつが発症、コロナ
で直接面談できない。

⺠間団体 →⾃分から言い出さないとわからないが、
言い出さないことが多い。
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デバイスが予防の観点を引き出すかもという期待、
EPDSだけでは不安、それを補う客観的ツールになり
うる可能性、各組織や団体のスキマを補うものが必要

妊娠したら
薬をやめて
しまう︖

EPDSだけ
ではわか
らない︖

助けたい
けど来な
い︖

キーワード
情報共有
キーワード
情報共有



◪ OIC2021︓ヘルスケア情報交換会

京都大学医学部婦人科学産科学教室 講師 最上晴太先⽣
熊本大学医学部産科婦人科学教室 准教授 副科⻑ 大場隆先⽣
熊本大学医学部神経精神医学講座 准教授 朴秀賢先⽣

京都府健康福祉部こども・⻘少年総合対策室⺟子保健係 主幹兼係⻑ ⾜⽴敏和⽒

11 2月3日（木）17:00〜19:20

◆アカデミア・臨床からの情報提供/提言

◆自治体からの情報提供/提言

◆キーワード

医療従事者は情報が医療内で閉じている
ので、⾃治体や⺠間とのこのような場を
継続的に持ち、色々な人を巻き込みたい

地域で多職種連携が可能なのは大学病院のみ。
話すことで回復。妊娠から産後で関わる団体が
変り情報が途切れる。喫煙とうつの関係。退院
時の⾃殺が多い。⾃殺は統計の2倍︖4割が⺟
子心中。1/3はEPDSに反映されない。妊娠→投
薬中止で発症。精神科との連携が難しい。紹介
の基準がまちまち。異職種間の交流がない。子
育て世代包括⽀援センターの活⽤。臨床心理⼠
がハブだがパンクする。



共同研究が明確な目的を
持ったものとなった︕

◪ OIC2021︓共同研究によりエビデンスに基づいたシステムづくり
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臨床研究 妊産婦うつ
共同研究計画書締結

研究実施期間
2024年12月31日まで

研究実施期間
2024年12月31日まで

最上晴太京都大学医学部
附属病院 総合周産期⺟
⼦医療センター 講師

千草義継京都大学医学
部婦人科学産科学 助教

近藤英治 熊本大学医学部
産科婦人科学教室・教授

朴秀賢 熊本大学大学院
生命科学研究部神経精神
医学講座・准教授

メロディ・インターナ
ショナル株式会社 株式会社島津製作所

臨床研究・データ解析により
うつ診断の汎⽤アルゴリズム

京都大学 熊本大学



◪ OIC2021︓事業を経て目指すサービスイメージ
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妊産婦の健康を守る

医療との連携
エビデンス

情報共有

OIC

京都府
府下の各
自治体

医療機関
産婦⼈科医
精神科医

助産師看護師
臨床⼼理⼠ 心電デバイス

専用アプリ

日本発の⼼電計測モニターによる
妊産婦のメンタルチェック早期スクリーニング

•妊産婦うつの兆候を早期検知
•専⽤アプリから本人の「気づき」を促す
•家族や医療機関、⾃治体などへの客観的な「こ
ころの声」として⾒せられる仕組み

•妊産婦うつの兆候を早期検知
•専⽤アプリから本人の「気づき」を促す
•家族や医療機関、⾃治体などへの客観的な「こ
ころの声」として⾒せられる仕組み

⼼電計測デバイスと連携アプリ⼼電計測デバイスと連携アプリ

•⾃治体や医療機関にデータをつなぐ
•他のPHRシステムやアプリなどと連携可能
•妊娠中と出産後のデータがつながるシステム

•⾃治体や医療機関にデータをつなぐ
•他のPHRシステムやアプリなどと連携可能
•妊娠中と出産後のデータがつながるシステム

データ連携で多様なサービスに繋がるデータ連携で多様なサービスに繋がる多職種連携

保健師



◪子育て環境⽇本一の京都府へ
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Thank you




